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令和４年度盛岡広域環境組合一般会計 

歳 入 歳 出 決 算 審 査 意 見 に つ い て 

 

 地方自治法（昭和22年法律第67号）第 292条において準用する同法第 233条第２項の規定に

より審査に付された令和４年度盛岡広域環境組合一般会計歳入歳出決算及び附属書類を審査し

たので、その結果について次のとおり意見を提出します。 
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凡   例 

１ 文中及び表中の比率は、原則として小数点以下第２位を四捨五入した。 

２ 端数処理の都合上、合計と内訳や差引が一致しない場合がある。 

３ 前年度に対する増減率で、前年度に数値がなく全額増加したものは「皆増」、当年度

に数値がなく全額減少したものは「皆減」と表記した。 

 ４ 表中の符号「0.0」は該当数値があるが表示単位未満のもの、「―」は該当数値のな

いものを表示した。 



- 1 - 
 

令和４年度盛岡広域環境組合 

一般会計歳入歳出決算審査意見 

 

第１ 審査の対象 

１ 令和４年度盛岡広域環境組合一般会計歳入歳出決算 

２ 実質収支に関する調書 

 

第２ 審査の期日 

   令和５年７月26日 

 

第３ 審査の方法 

組合管理者から審査に付された令和４年度一般会計歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明

細書及び実質収支に関する調書（以下「決算書類等」という。）について、それぞれ関係法令

に準拠して調製されているか、決算の計数に誤りはないか、予算の執行は適正であるかなどに

主眼を置くとともに、関係諸帳簿、証書類等によって調査照合を行った。 

また、必要に応じて説明を求めたほか、例月出納検査の結果も参考にするなど、通常必要と

される審査手続によって審査した。 

 

第４ 審査の結果 

決算書類等は、法令の規定に準拠して調製されており、決算書類等に記載の金額は、会計伝

票、諸帳簿、証書類等と符合し、計数は正確であると認められた。また、予算執行状況につい

ても、おおむね適切かつ効率的、効果的に処理されていると認められた。 
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第５ 審査の概要 

一般会計 

(1) 決算の概要 

     令和４年度の一般会計歳入歳出の決算額は、収入済額が10,818,363円、支出済額が 

 8,814,417円で、歳入歳出差引残額は 2,003,946円となっている。 

（単位：円、％） 

 

  

区分 令和４年度 令和３年度 
前年度比較 

増減額 増減率 

予算現額   ① 10,819,000 ― 10,819,000 皆増 

歳
入 

調定額      ② 10,818,363 ― 10,818,363 皆増 

収入済額     ③ 10,818,363 ― 10,818,363 皆増 

不納欠損額    ④ 0 ― 0 ― 

収入未済額 
②‐③‐④ 

0 ― 0 ― 

予算現額に対する 
歳入執行率          

③ / ① 
100.0 ―   

調定に対する収納率 
③ / ② 

100.0 ―   

歳
出 

支出済額     ⑤ 8,814,417 ― 8,814,417 皆増 

翌年度繰越額   ⑥ 0 ― 0 ― 

不用額 
①‐⑤‐⑥ 

2,004,583 ― 2,004,583 皆増 

歳出執行率 
⑤ / ① 

81.5 ―   

歳入歳出差引残額 

③‐⑤ 
2,003,946 ― 2,003,946 皆増 
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(2) 歳入 

     収入済額は10,818,363円で、予算現額に対する執行率は 100.0％となっている。 

 

〔歳入予算の執行状況〕 

（単位：円、％） 

 

第１款 分担金及び負担金 

（単位：円、％） 

収入済額は 10,818,000円で、内容は構成市町からの負担金である。 

 

  

区分 
予算現額 

A 
調定額 

収入済額 
不 納 
欠損額 

収 入 
未済額 金額 

B 
執行率 
B/A 

構成比 

１ 分担金及び 
 負担金 

10,818,000 10,818,000 10,818,000 100.0 100.0 0 0 

２ 諸収入 1,000 363 363 36.3 0.0 0 0 

令和４年度 

合計 ① 
10,819,000 10,818,363 10,818,363 100.0 100.0 0 0 

令和３年度 

合計 ② 
― ― ― ―  ― ― 

増減額 
 ①‐② 

10,819,000 10,818,363 10,818,363   0 0 

増減率 
(①‐②)/② 

皆増 皆増 皆増   ― ― 

年度 
予算現額 

A 
調定額 

B 
収入済額 

C 
不 納 
欠損額 

収 入 
未済額 

執行率 
C/A 

収納率 
C/B 

令和４年度 10,818,000 10,818,000 10,818,000 0 0 100.0 100.0 

令和３年度 ― ― ― ― ― ― ― 

増減額 10,818,000 10,818,000 10,818,000 0 0   

増減率 皆増 皆増 皆増 ― ―   
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第２款 諸収入 

（単位：円、％） 

 

   諸収入の項別内訳 

 （単位：円、％） 

収入済額は 363円で、内容は地方公務員災害補償経費負担金である。 

 

  

年度 
予算現額 

A 
調定額 

B 
収入済額 

C 
不 納 
欠損額 

収 入 
未済額 

執行率 
C/A 

収納率 
C/B 

令和４年度 1,000 363 363 0 0 36.3 100.0 

令和３年度 ― ― ― ― ― ― ― 

増減額 1,000 363 363 0 0   

増減率 皆増 皆増 皆増 ― ―   

諸収入 
令和４年度 令和３年度 前年度比較 

調定額 
A 

収入済額 
B 

収納率 
B/A 

収入済額 増減額 増減率 

１ 雑入 363 363 100.0 ― 363 皆増 

合計 363 363 100.0 ― 363 皆増 
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(3) 歳出 

支出済額は 8,814,417円で、予算現額に対する執行率は81.5％となっている。 

不用額は 2,004,583円で、総務費が 1,904,583円、予備費が 100,000円である。 

 

   〔歳出予算の執行状況〕 

（単位：円、％） 

 

  第１款 総務費 

（単位：円、％） 

支出済額は 8,814,417円で、主な内容は派遣職員に係る人件費負担金である。 

 

  第２款 予備費 

    予算額は 100,000円であるが、充用がなかったことから全額不用額となっている。 

     

  

区分 
予算現額 

A 

支出済額 翌年度 
繰越額 

C 

不用額 
A-B-C 金額 

B 
執行率 
B/A 

構成比 

１ 総務費 10,719,000 8,814,417 82.2 100.0 0 1,904,583 

２ 予備費 100,000 0 0.0 0.0 0 100,000 

令和４年度合計 ① 10,819,000 8,814,417 81.5 100.0 0 2,004,583 

令和３年度合計 ② ― ― ―  ― ― 

増減額 ①‐② 10,819,000 8,814,417   0 2,004,583 

増減率 
(①‐②)/② 

皆増 皆増   ― 皆増 

年度 
予算現額 

A 
支出済額 

B 
翌年度繰越額 

C 
不用額 
A-B-C 

執行率 
B/A 

令和４年度 10,719,000 8,814,417 0 1,904,583 82.2 

令和３年度 ― ― ― ― ― 

増減額 10,719,000 8,814,417 0 1,904,583  

増減率 皆増 皆増 ― 皆増  
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第６ 審査意見 

   令和４年度盛岡広域環境組合一般会計における決算審査の状況については、以上のとおりで

ある。 

   当組合は、令和５年２月１日に設置されたため、令和４年度においては２か月分の決算審

査となった。その事務事業は、法令等に基づき、おおむね適正に処理されているものと認め

られ、また、歳入歳出予算の執行についても、おおむね適正であると認められる。 

   令和５年度以降は組合の事務事業が本格化していくことから、次の点に留意して取り組ま

れるよう望むものである。 

１ 予算編成に当たっては、収入の確保を図るとともに、事業を精査するなど適切な予算措

置に努めること。 

２ 事務事業の執行に当たっては、効率的かつ効果的な事業運営に努めること。特に、今後

は、組合の運営及び施設の建設に係る業務の契約手続が発生することから、事務の透明性、

公平性、公正性及び競争性の確保に努めること。 

３ 事業の推進に当たっては、構成市町と十分な連携を図り、住民等に対し適切な情報提供

に努めること。 

 



 
 

あ 


